Shinpei Goto's Theory about Massification of Science and Practice of Summer University in Karuizawa by 中島, 純 & Nakajima, Jun
後藤新平 ｢学俗接近｣論と軽井沢夏期大学の実践
― 新 渡 戸 稲 造 の か か わ り を 中 心 に し て ―
中 島 純
















































































































蔵原は､後藤の所論が掲載された F新時代｣誌の前号 (1907年2月)に発表した ｢社会教

































































































































































































































































































































































- 宗教生活と社会閉篭 東京帝国大学文科大学教授 文学博士
一 吾国自今の経済政策 慶摩義塾大学教授 法学博士




- 英語 Emerson'sEssay 東京高等商業学校名誉教授 男 爵
一 英語 Carlyle'sSartorResartus講義其他
東京帝国大学法科大学教授 農学博士 法学博士




- 支那民族思想上の特徴 東京帝国大学文科大学教授 文学博士一
一 諸国の戦時食糧政策 東京帝国大学農科大学教授 法学博士
- 法律に於ける責任観念の意義及発達
東京帝国大学法科大学教授 法学博士
- 社会政策 東京帝国大学法科大学助教授 法学士
- 戦後の米国経済政策 鉄道院参事 法学士








































































































































































































































































































40)第1回の聴講料は､第一期 (1週間)1円､第二期 (2週間)1円50銭､第三期 (2週間1円
50銭で､2期を兼修すると2円､3期を兼修すると2円50銭と定められていた.この時､英語講
義と科外講義を3週間にわたり聴講した土屋栄- (教員)によると､ ｢授業料は弐円で当時の物
価から見ると相当高いと思った｣と述懐している｡ こうした例を挙げるまでもなく､夏期大学に
参加できたのは､閑暇と経済的ゆとりを有するものに限られたことは容易に想像されよう (土屋
前掲書､184頁)
41)同前書､183頁｡
42)田子-民 ｢後藤伯の思ひ出｣新渡戸稲造 r後藤新平伯を偲びて｣岩手学生会､1929年､41-51
頁｡
43)後藤新平 ｢自治生活の新精神｣仏教連合会編 r第四回講習会講演集J192年1､24-25貢.
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